
６．１．１　リスク及び機会への取組 ２０２０．８．１制定

■健康経営／戦略マップ ２０２５～２０２８年度 ２０２６．１０．１改訂

＊健康経営は、従業員等の健康管理を経営的な視点で考え、戦略的に実践すること。 作成管理担当：野田・社員一同

目標
（健康経営）

No. 健康経営／施策 KPI 評価

1 健康診断の実施 受診率100％ ◎

2 健康診断結果の対応
（再診・治療）

対応率100％ ◎

3 メタボ特定保健指導
実施率35％

以上 〇

4 長時間労働の禁止
平均時間外

10H未満 ◎

5 有休消化の推進
消化率

50％以上 〇

6 感染症対策の実施 実施率100％ ◎

7 健康づくり担当者の設置 0 ◎

8 病気の治療と仕事の
両立支援

該当者100％ 〇

9 ストレスチェックの実施 受診率100％ ◎

10 高ストレス者への対応 対応率100％ 〇

11 健康リテラシー教育
（協会けんぽセミナー活用）

年１回以上 ◎

12 コミュニケーション活性化
全体会議
年8回以上 ◎

13 Well-beingアンケート 提出率100％ 〇

14 CSR行動宣言アンケート 提出率100％ 〇

15 運動機会の増進
階段移動
（U2D3） 〇

16 高齢者への健康配慮
（協会けんぽメルマガ活用）

健康掲示板
年12回更新 △

17 労働安全衛生への配慮
（リスクアセスメント・対応）

健康掲示板
年12回更新 ◎

18 食生活・睡眠の改善
（協会けんメルマガ活用）

健康掲示板
年12回更新 〇

19 女性健康保持への取組
（協会けんぽメルマガ活用）

健康掲示板
年12回更新 △

20 喫煙率低下
全館禁煙（受動喫煙対策）

０％維持 ◎

ワーク・ エンゲージメント
（仕事に関連するポジティブで

充実した心理状態）

生産性指数
100以上

技術や経験の継承
企業の

維持・成長
CSR行動宣言

アンケート
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の実現Well-being
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く働くことができる
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働くことを防ぐ

アブセンティーズム
低減

アンケート提出100％
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